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「二百吋」新望遠鏡の計垂進む

　日本では満洲に百萬圓の天文壷が出來るこか出來ないこか言っ

て，世間の評判になってみすご去る昭和三年の春の頃，一精しく

言へば其の年の五月に，二三では，口径「二百吋」の大反射鏡を

新しく作ろうこいふ計書が具体化しtz・之れはヵリフオ＝アのバ

サデナ市に，かの世界第一の大反射鏡を持ってみるヰノソソン四天

：交墓のへ1　7レ博士ご）・同市にある工學院長R・A・ミリカンMilli－

kan　Sが合議の結果，米國の二二教育局lnternati・nal　Edueati…

Boardの寄附金で決行するこごになつだものである・口径二百吋ご

いへば，帥ち5メiトノレ直径であって，こんなものは，こても外（ほ

か）では作ろうご思ったって作り得ない・何tしても，例の「一

百吋」を作ったヰノレソン山天文毫の工作場で作るより他に途は無

いわけである・不幸にして，かの一百吋の製作責任者であったフ

チiG．W．Ri七ehy氏は，192！辛辛，フランスに行って二って，

こんこの二百吋の計書には與ってみないが，しかし，ヰノンソン山

　　二百吋望蓮鏡
　　（本紙の表紙を見られよ）

之れは米國ヰルソン天文豪工作室で　　1

　　　　　　　　　　　　　　！二つすこ同望違鏡の摸型である．
　　　　　　　　　　　　　　！



2 二百吋薪望遠鏡の計書進む

天文毫の工作場には，それを作る時に経験を得た技師が今も街ほ

幾時か淺ってみるので，こんごの「二百吋」にも此等の入々が大

切な役目を仰せ付かるのだろう・

　かの「割干」の鏡が作り始められたのは1908年（明治四十一

年）であっtこが，其の時の苦心は，言ふまでもなく直径100吋以

上の明大なガラス材を先づ作り出すこごであっtZi

1908年に，一塊のグラス材が出來たけれご，中に氣泡が非常に平

ぐ，「零れではこても駄目だろう」こいふ批評があっtzものだか

ら，パリのガラス工場では，叉，二三度も新しいガラス材を作り

出さうご努力した・こころが・幾度試みても・途に失敗をくりか

へすばかbなので，止むを得す，：最初に作った「氣泡だらけ」の

ガラス材を磨くこごこなり，其れが遽に現在の「百吋」望遠鏡こ

なつだのである・

　「百吋」以上の大反射鏡を作る可能性は，今日のガラス工業の

成績から見るS殆んご不可能なので，yチi氏は敷年前から，所

謂「細胞式反射鏡」を作るこごを研究して居られ，此の方面の研

究には可なり見込みが立つ所までに進んで來たらしい・

　こんごの「二百吋」の計書には，ガラスの代りに溶融されtこ石

英を材料にしやうこいふ方法が研究されてるる．それには先づ，

極めて純な石英を電含声で溶かして，二大なブロックを作り　，，之

れをきれいに磨いて，ほゴ注文回りの鏡の形に作り上げる・しか

し之れは，中に非常に多くの氣泡を持ってるたりするのであるか

ら，次ぎには此のブロックの表面に，可なり厚く，最も純な透明

の石英を布くのであって，最後に此のきれいな石英面を光學的に

磨く順序こなる・此の方法の受備試験こして，既に，22吋（55セ

ンチ）の反射鏡が試作され，成功を博しtこので，次ぎには更に60

吋（150センチ）の反射鏡試作の時期に入ってみる・之れが成功

しtzならば，いよ々々目的の「200吋」が作られるこSになるの

である．

　二百吋の鏡面の形式は，F3・3こいふ型，帥ち焦点距離は55吠
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（16・8メ1トノレ）こいふ計書である．だから，今の百吋なざに

比して，明るい鏡面すごるこごは勿論であるが，しかし，それだけ

親野は挾ぐなる．それで，ヤ1キ1ス天文毫のロスEE．　Ross博

士の設計した修正レンズを此の大鏡の主焦点の前にある寓眞板に

近く置くこtlrこする筈・ロス氏は叉，有効焦点比が：F　2・2や，叉，

：F10なごになるやうな修正レンズを計書してみる由・此うしすご場

合に用ゐられる四鏡でさへ，口径60吋（152センチ）だSは流

石に驚かされる・

　望遠鏡全体は，勿論，赤道儀式の装置こなる筈だが，型式は，

かの「100吋」の式でなぐて，むしろ，「60吋」の式が採用される

由．叉，此の望遠鏡を据える場所も，未定であるが，始め，やは

り，ヰノyソン山上へこいふ説があっナこけれざ，近來ヰノソソン山の

二二は大して良好でないこSが明らかなので，こんごは，同じカ

リフオニア州で，別の場所に据えられるらしい・

　昨年，此の200吋反射望遠鏡の模型が作られ，ワシントン市の

國立二心アヵデミ1内に陳列されてみる・（二二は此の模型であ

る・）
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